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中東が燃えて いる！
「世界の為の祈り」

クライスト ・ フォー ・ ザ ・ ネイションズ （ＣＦＮＩ） 総長＆最高経営責任者　
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ＣＦＮＪ聖書学院　国際部長
　　グドール・ジェラルド師

デニス・リンゼイ師



「この女は、 自分にできることをしたのです。 埋葬の用意にと、 わたしのからだに、 前もって油を塗ってく

れたのです。 まことに、 あなたがたに告げます。 世界中のどこででも、 福音が宣べ伝えられる所なら、 こ

の人のした事も語られて、 この人の記念となるでしょう。」 マルコ１４章８節 ・ ９節

　聖書の中で最も美しいストーリーの１つです。一人の
女性が行ったすばらしい模範についてみたいと思いま
す。ヨハネの福音書の 12 章にはベタニヤという所に住
むマリヤという女性が登場します。このマリヤは自分の
高価な香油をイエス様の為に捧げました。この行為に対
しイエス様は、マリヤに最大級の賞賛の言葉を贈ります。
　「世界中のどこででも、福音が宣べ伝えられる所なら、
この人のした事も語られて、この人の記念となるでしょ
う。」　　　　　　　　　　　　　　（マルコ 14章９節）
　これは何故でしょうか？何故？これほどまでにイエス
様は褒められたのでしょうか？私達もこのようにイエス
様から言われたならどんなに喜ばしく感じる事でしょ
う。このマリヤの行為を見ながら、その理由ついて見た
いと思います。

　この事はイエス様が十字架に架かられる直前の出来事
です。それはとても緊迫した状況の中で起こりました。
時として私達の人生においても、安全な時より、むしろ
人生の危機の時にこそ神様に対する献身の思いが強くな
るものです。イエス様がベタニヤでラザロを蘇らせた結
果、多くのユダヤ人たちがイエス様を信じるようになり
ました。しかし当時のユダヤ人の指導者たちは、逆に民
衆の心が自分たちから離れていくのを恐れ、首謀者であ

るイエス様を殺そうと計画します。（ヨハネ11章 53節）
そのことを知ったイエス様はいったん身を隠す為にエフ
ライムという地に逃れます。しかし、程なく過越しの祭
りの前に再びエルサレムの近くのベタニヤにお姿を現わ
されました。これはご自身の時が近づいていたからです。
この時、ベタニヤのシモンの家で（イエス様から癒しを
受けた。）イエス様を迎える為の晩餐会が開かれました。
過越しの祭りが行われる六日前の事です。この会であの
よみがえったラザロがイエス様と共に食卓に付いていま
した。とても不思議な光景です。そして、マリヤの姉の
マルタも賜物を用いて、いつものように食事の為の給仕
をしていました。その時！マリヤがやって来ます！マリ
ヤは大事そうに何かを抱えており、その腕に石膏の壺が
ありました。その壺の中には純粋で高価なナルドの香油
が入っていました。マリヤはそっと来て、寝そべってい
るイエス様の背後にしゃがみ込み、いきなりその壺を割
ります。そしてその壺から流れ出る香油を手にすくい、
まずイエス様の頭に注ぎ、やがてイエス様の足にそれを
塗りました。そして滴りこぼれそうになった香油を自分
の長い髪の毛で拭いました。その時、恐らくマリヤの目
には涙がこぼれていたことでしょう。この衝撃的な出来
事は一瞬のうちに起こりました。これを誰も止めること
が出来ませんでした。恐らく２～３分間、長くても５分
位の出来事だったでしょう。弟子たちはただ黙ってそれ
を見つめていました。そしてそれが終わった瞬間、それ

「ナルドの香油の注ぎ」
ヨハネの福音書 12章１節～８節

危機的な状況の中で起こる、美しい行為。

ＣＦＮＪ聖書学院　学院長　鍛冶川利文
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までそれを黙って見ていた弟子たちの中からいっせいに
驚きの声が上がりました。「何てことをするんだ！」「え
～どうして？」「わ～！もったいない！」これはマリア
に対する非難や罵声の声です。なぜならこのわずかな時
間で、何と年収に匹敵する金額を注いだからです。そこ
にいた弟子たちは騒然となりました。しかし、その状況
を冷静に見て計算し、冷ややかな心で非難した弟子がい
ました。それはイスカリオテのユダです。彼は群れ全体
の会計の務めをしていました。ユダはこの流した香油の
分量を即座に計算し、「なぜ売って貧しい人たちに施さ
なかったのか？」と見せかけの善意を語ります。（ヨハ
ネ１２章５節）しかし福音書の著者は、ユダがこう言っ
たのは自分の不正を隠す機会を逃した事の悔しさからで
あると、その動機を暴露しています。この後、ユダはイ
エス様を裏切ることになります。

　ここまで見るとマリヤの行為は無謀で無駄な浪費であ
り、美しいどころか罪に定められるような行為であるか
のように非難されます。人は簡単に、自分の価値基準に
合わないことならば人を批判してしまいます。でもその
真意を読み解く必要があります。この状況の中、イエス
様だけがマリヤの心と行為を知っておられました。イエ
ス様が仰った３つの事を見たいと思います。

　イエス様は、マリヤの行為を「自分に出来る事」（マ
ルコ１４章８節）と言いました。ですからマリヤは無謀
で無理な犠牲をしたのではなく、自分に出来る事、可能
な事をしました。それは礼拝の行為です。マリヤは以前、
弟のラザロのよみがえりの時、イエス様の存在を疑って
しまいました。しかし奇跡を間近に見て、マリアはこの
お方が神である事が分かりました。ですからこの香油は
神への礼拝の捧げものでした。マリヤは「壺」を割りま
した。これは神の前の「謙遜な行為」です。そして香油
を一滴残らず「注ぐ」ことは「献身の表明」でもありま
す。礼拝は、神の前に自分の存在を投げ出す事です。そ
こには捧げるものへの執着はありません。目は神へと注
がれているのです。ですからマリヤの眼差しは、このお
方へとそそがれていました。勿論、そこには弟ラザロを
助けてくれた感謝も込められていたことでしょう。でも
その感謝の為だけなら、その壺をそのまま差し出す事も
出来たでしょう。しかしマリヤはそうせずに全てを注ぎ
つくしました。これはイエス様を神として崇める行為で
す。でも弟子たちにはこの行為の意味が理解出来ません
でした。なぜなら弟子たちの目はイエス様より、こぼれ
落ちる香油を見ていたからです。人は見るものの中に心
が移ります。そして、イエス様をこれから裏切る事にな
るユダは善意を装い、貧しい人達を見ているふりをして、
結局、自分自身にしか目を向けていなかったのです。こ
こにマリヤと弟子とユダの違いがありました。

　イエス様は仰いました。「マリヤはわたしの葬りの日
のために、それを取っておこうとしていたのです。」（ヨ
ハネ 12 章７節）これはイエス様が弟子達の非難からマ
リヤをかばうために言った言葉ではありません。むしろ
マリヤ自身も知らずして行った事の意味を説き明かした
のです。マリヤの行為はこの後にイエス様の身の上に起
こる出来事を暗示していました。ヨハネの福音書にはマ
リヤが足に香油を塗ったとだけ書かれています。これは
葬式、埋葬時の行為でした。このタイミングは今でなけ
ればできないことでした。イエス様はこの後、犯罪者と
して捉えられ、葬式や埋葬の準備も出来ずに墓に捨てら
れてしまいます。ですからマリヤは今でしか出来ない預
言的な行為をしました。私達にも今でしか出来ないこと
があるでしょうか？例えそれが人から充分理解されなく
ても、今しか出来ないことがあるなら勇気を持って一歩
踏み出してみましょう。マリヤはそれをしました。まだ
死んでもいないイエス様に向かって、既に死んだものか
のように行いました。これは考え方によってはとても失
礼な事です。生前なのに葬式を挙げることは、その人に
早く死ねといっているようなものだからです。でもマリ
ヤが敢えてそれをしたのは、恐らく、これから起こるイ
エス様の十字架の姿を直感的に見ていたからかもしれま
せん。

　イエス様は仰いました。「まことに、あなたがたに告
げます。世界中のどこででも、福音が宣べ伝えられる所
なら、この人のした事も語られて、この人の記念となる
でしょう。」（マルコ１４章９節）マリヤは十字架の贖い
のしるしを現しました。
　マリヤの犠牲は、自分の将来の為の蓄え、特に女性で
すから結婚資金のすべてを捧げたかもしれません。これ
は簡単な事ではなかったでしょう。しかし、それ以上に
イエス様は、ご自身が神であるのに神のあり方を捨て、
人類の罪の為の生け贄となり、罰をその身に受けてくだ
さいました。そして死んで捨てられました。
　マリヤは、確かに救い主となられるイエス様のために
高価な香油を全部注ぎ尽くしました、しかし、それ以上
にイエス様は、高価な香油どころではなく、ご自身の尊
い命と血潮を十字架の上で、すべて一滴残らず注ぎ出し
てくださったのです！そして私たち全ての罪の罰をその
身に受けて死んでくださったのです！
　マリヤの美しい行為は、その場にいた人には認められ
ず、それは無駄なことだと非難されました。でもそれ以
上に、もしマリヤが無駄なことをしたとすれば、イエス
様が行ったことは、歴史上最大の聖なる無駄です！でも
これは人類を愛するが故の尊い無駄です。それが十字架
でした。　わたしたちもマリヤのようにイエス様だけを
見続け、今の自分に出来る事をしていきましょう！■

３．マリヤは「福音」のしるしを示した。

１．マリヤは「自分の出来る事」を行った。

２．マリヤは「イエス様の埋葬の準備」を行った。
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※ CFNI は、1948 年に、「ゴードン＆フリーダ・リンゼイ」によって宣教のミニストリーとして設立され、現在は「デニス・リン　　ゼイ」総長によって導かれています。CFNI はイエス・  キリストの福音によって人類にインパクトを与えるために存在しています。

■聖書学院が失敗するのにはいくつかの理由があります。あ
る学校の指導者達は、神から目を離し過去を忘れてしまいま
す。つまり多くの場合、神への恐れが世間体と入れ替わって
しまうのです。学校の指導者達はこぞって影響力のある高学
歴の教授陣を雇いたがります。このことは学生を体験的にで
はなく知識的に、神を知ろうとさせるのです。この結果、学
生は、卒業証書はもらっても霊的変革を体験せず、修士号（マ
スターズ）を取得しても、主（マスター）の命令を全く理解
しないで学校を去る事になります。
■オハイオ州にある「オーバリン大学」は、1833 年に「ジョン・
J・シパード牧師」と「ファイロ・P・スチュワート宣教師」によっ
て設立されました。この二人のミニスターは、キリスト教的
原則に基づいて、クリスチャンの奉仕者とリーダーを訓練す
る大学を設立することに決めました 。この大学は、フランス
の貧しい人に仕える「ジョン・フレデリック・オーバリン牧師」
（「1740 年～ 1826 年」フランスの牧師、慈善運動家。）の名
前にちなんでつけられました。（日本の桜美林大学の名の由
来ともなっている。）19世紀の偉大なリバイバリストである
「チャールズ・フィ二－」（「1792 年～ 1875 年」アメリカの
第二次大覚醒の指導者であり、最初のアメリカ人リバイバリ
ストと呼ばれる。）は、この大学の二代目の学長として仕えま
した。今日の「オーバリン大学」は、セクシュアリティー（性）
やジェンダー表現（性表現）について、リベラルな態度を持っ
ています。この大学は、学生によって運営される「セクシャル・
インフォメーション・センター（性情報センター）」を持って
おり、「より安全なセックス週間」や「ドラッグ・ボール（男
女装パーティー）」というイベントで目立つ、「トランス・ジェ
ンダー（性転換）認識週間」を主催しています。
■300 年以上前に始められたアメリカの大学は、ほとんどが
聖書を宣べ伝える学校でした。「ハーバード大学」や、「エー
ル大学」、「プリンストン大学」はかつて豊かなキリスト教的
歴史を持っていました。「ハーバード大学」は、クリスチャン
のミニスターに因んで名前がつけられました。「エール大学」
は、聖職者によって始められ、「プリンストン大学」の 1年
生の授業は、「ジョナサン・ディキンソン牧師（プリンストン
大学の初代学長）」によって教えられていました。「プリンス

トン大学」の紋章には今日も、「Dei sub numine viget」とあ
りますが、これはラテン語で「神のもとで彼女は栄える」と
いう意味です。「ハーバード大学」の 1636 年の設立趣意書を
考えてみて下さい。「全ての学生の人生の主要な目的は、永遠
のいのちである神と、イエス・キリストを知ることである。（ヨ
ハネ 17 章３節）このことが明確に教えられ真剣に考えさせ
られるべきである。それゆえ学生はキリストを、すべての健
全な知識と学問の土台とするべきである。」
■今日、これらのリベラルな大学には、キリスト教的遺産は
ほとんど残っていません。実のところこれらの大学のほとん
どは、進化論的世界観から宇宙の起源を強く教え、聖書が真
理であるという可能性を拒絶します。そして、聖書に基づい
て自分の信念や行動を調整すべきであるということを拒絶し
ます。

■アメリカの大学は、キリスト教的世界観から自然論的、進
化論的哲学に変わったことにより、そのキリスト教的遺産は
崩壊してしまいました。アメリカ中のキリスト教的大学が、
創世記第１章と、創造についての世界観に於いて先ず堕落し
たのです。自然主義は、聖書の土台的な書物である創世記に
ある神のみことばに反対します。詩篇 11 章３節には、 「拠り所

がこわされたら正しい者に何ができようか。」 とあります。土台の
ヒビが、これらの学校のキリスト教的信念の崩壊に繋がりま
した。これと比較してＣＦＮＩ （クライスト ・ フォー ・ ザ ・ ネイショ

ン聖書学院） の学生は、聖書的世界観に基づいた、「創造につ
いての講義」を受けることが義務付けられています。
 

■一旦クリスチャンたちが、進化論や地球の歴史が何億年も
あるということを含めた自然主義的な見方を採用した結果、
彼らの信仰が崩れるのに多くの時間を必要とはしませんでし
た。彼らは出発点として聖書を捨て、それに取って代わって

記念の石

なぜ聖書学校は死ぬのでしょうか？

変化する世界観

聖書を放置する

なにがあまりにも多くの聖書学院に
そのキリスト教的ルーツを捨てさせ
たのでしょうか？ 
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自然主義的な科学を受け入れるようになりました。その結果、
奇跡や超自然が捨て去られていきました。 創世記は文字通り
の歴史として書かれていますので、そのように受け取られる
べきです。かつてのキリスト教的大学の崩壊は、私たち個人
に対して、教会に対して、大学に対して、聖書の明確な教え
に堅く立ち、聖書的に健全ではない教えには注意を払うべき
であると言うことの教訓となるべきです。
　「というのは、人々が健全な教えに耳を貸そうとせず、自分
につごうの良いことを言ってもらうために、気ままな願いを
もって、次々に教師たちを自分たちのために寄せ集め、真理
から耳をそむけ、空想話にそれて行くような時代になるから
です。」（第一テモテ４章３節・４節）

■みことばは、私たちが聖書に基づいたミニストリーや学校
や人生一般のための基準を保つ事を思い起こさせてください
ます。
　「ついでモーセとイスラエルの長老たちとは、民に命じて
言った。私が、きょう、あなたがたに命じるすべての命令を
守りなさい。あなたがたが、あなたの神、主が与えようとし
ておられる地に向かってヨルダンを渡る日には、大きな石を
立て、、、それらの上に、このみおしえのすべてのことばを書
きしるしなさい。それは、主が約束されたとおり、あなたの神、
主があなたに与えようとしておられる地にあなたが入るため
である。」（申命記 27章１節～３節）
　「そこで、ヨシュアはイスラエルの人々の中から、部族ごと
にひとりずつ、あらかじめ用意しておいた十二人の者を召し
出した。ヨシュアは彼らに言った。「ヨルダン川の真ん中の、
あなたがたの神、主の箱の前に渡って行って、、、各自、石一
つずつを背負って来なさい。それがあなたがたの間で、しる
しとなるためである。後になって、あなたがたの子どもたち
が、『これらの石はあなたがたにとってどういうものなのです
か』と聞いたなら、あなたがたは彼らに言わなければならない。
『ヨルダン川の水は、主の契約の箱の前でせきとめられた。箱
がヨルダン川を渡るとき、ヨルダン川の水がせきとめられた。
これらの石は永久にイスラエル人の記念なのだ。』」」（ヨシュ
ア記４章４節～７節）

■ＣＦＮＩの DNAは、１２のコアバリューによって代表されま

す。これらはこのミニストリーの柱です。この聖書学院の接
着剤です。これらの神による宣言は、教理、道徳、行動の基
準を保つ役目を果たします。これはＣＦＮＩのビジョンと未来を
発見するために本質的に必要なことです。
■聖書の中で多くの場合、神は今なさっておられることを確
認するために、過去を振り返るということが記録されていま
す。神は未来に戻っていくのです。私たちの後ろにあるもの
は、神が私たちに進んで欲しいところとつながっているので
す。これは、人がボートをこぐ時に、後ろを向きながら、こ
れから行く所ではなく、今まできたところ見ながら進んでい
くのと似ています。ＣＦＮＩの未来の方向性を知るために、私た
ちは昨日とつながらなければなりません。
　「主は私に答えて言われた。 幻を板の上に書いて確認せよ。 これ

を読む者が急使として走るために。」 （ハバクク書２章２節）　私たち
のビジョンは書かれなければなりません。それは私たち自身
が何をしているのかを知るためだけではなく、他の人々も知
ることができるためです。これは常に方向感覚を私たちに提
供し、私たちの成功を測ることを助け、私たちを行動へと動
機づけるものとなります。
■1948 年に、私の父と母が （ゴードン ・ フリーダ リンゼイ） が
宣教大命令を達成するために、クライスト・フォー・ザ・ネ
イションズを設立しました。私たちの目標は、「主を知ること
が、海をおおう水のように、地を満たす」（イザヤ書１１章９
節）ことです。しかしながら私たちは、神の約束の成就を待
ちながら、自分たちの果たす分を忠実に果たし、そしてバト
ンを渡していかなければなりません。

　

恒久的なリマインダーである記念の石

ＣＦＮＩのルーツ～ 12の記念の石

ＣＦＮＩの 12の記念の石　
１． 御言葉（弟子訓練、品性の建て上げ）
2. 祈り（とりなし／霊の戦い）
3. 超自然（奇跡と聖霊の賜物）
4. イスラエル（世々にわたる神の計画）
5. 信仰（水上歩行者 - 信仰の民）
6. 与えること（与えるために生きることを学ぶ）
7. 宣教 （すべての人は宣教師であるか、 宣教地であるかのどちらか）
8. 訓練（変革的教育）
9. 礼拝（神との親密さ）
10. 人間関係 （一致／コミュニケーション／ネットワークづくり）
11. 正直さ（妥協をしない）
12． レガシー ( 次世代にバトンを渡す）

※ CFNI は、1948 年に、「ゴードン＆フリーダ・リンゼイ」によって宣教のミニストリーとして設立され、現在は「デニス・リン　　ゼイ」総長によって導かれています。CFNI はイエス・  キリストの福音によって人類にインパクトを与えるために存在しています。
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サ
ハ
リ
ン
の
た
め
の
日
本
人
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
の
祈
り
！

石
田
先
生
か
ら
、
戦
前
の
樺
太
（
現
在
の

サ
ハ
リ
ン
）
に
は
、
13
の
日
本
人
の
教
会
が

あ
っ
た
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

の
日
本
人
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
達
は
サ
ハ
リ
ン
の

祝
福
、
救
い
を
祈
っ
て
い
た
の
で
す
。
こ
の

こ
と
を
ピ
ー
タ
ー
牧
師
に
伝
え
た
と
き
、
彼

は
大
き
く
感
動
し
て
い
ま
し
た
。「
自
分
た

ち
の
祈
り
以
前
に
日
本
人
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が

祈
っ
て
い
た
の
か
！
」
と
。

も
う
一
つ
、
ピ
ー
タ
ー
監
督
が
感
謝
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
今
の
サ

ハ
リ
ン
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
達
が
祈
っ
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、
自
分
が
逮
捕
さ
れ
ず
に
、
自

由
が
保
た
れ
、
福
音
を
語
り
続
け
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
こ
と
で
す
。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
救
い
と
回
復
の
た
め

の
祈
り
！

私
は
今
回
の
旅
で
石
田
先
生
と
親
し
く
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
深
く
感
謝
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
石
田
先
生
の
救
い
や
献
身

の
証
し
や
イ
ス
ラ
エ
ル
の
た
め
に
祈
っ
て
き

た
聖
協
団
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ

と
が
本
当
に
感
謝
で
し
た
。
ホ
ー
リ
ネ
ス
の

流
れ
を
汲
む
聖
協
団
は
、
な
ん
と
１
９
３
０

年
か
ら
日
本
の
救
い
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
救
い

と
回
復
を
祈
っ
て
来
た
日
本
の
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
の
教
団
で
す
。
戦
時
中
に
は
、
ホ
ー
リ
ネ

ス
系
の
牧
師
と
、
ア
ジ
ア
に
遣
わ
さ
れ
て

い
た
日
本
人
宣
教
師
が
集
め
ら
れ
、
取
り
調

べ
を
受
け
、
あ
る
者
た
ち
は
投
獄
さ
れ
、
そ

の
中
に
は
獄
中
死
し
た
牧
師
も
い
ま
し
た
。

ホ
ー
リ
ネ
ス
系
の
教
会
は
完
全
に
解
散
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
散
ら
さ
れ
た
信
徒
た
ち
は

家
々
で
集
ま
っ
て
祈
っ
て
い
ま
し
た
が
、
や

が
て
家
に
も
憲
兵
が
来
た
そ
う
で
す
。
そ
の

後
は
山
へ
、
野
原
へ
と
行
き
、
そ
こ
で
祈
っ

て
い
ま
し
た
。
石
田
先
生
の
出
身
地
で
あ
る

秋
田
で
は
、
冬
に
隠
れ
て
祈
る
た
め
に
か
ま

く
ら
を
作
り
、
そ
の
中
で
祈
る
こ
と
も
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
た
め
の
熱
心

な
祈
り
の
体
熱
か
ら
か
ま
く
ら
の
雪
が
溶
け

る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
！

そ
う
い
う
中
で
、
祈
り
続
け
て
18
年
後
の

１
９
４
８
年
に
イ
ス
ラ
エ
ル
が
国
家
と
し
て

再
建
さ
れ
た
時
の
、
祈
っ
て
き
た
日
本
人
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
達
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で
あ
っ

た
事
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
前
の
時
代
か
ら
の
祈

り
！

樺
太
時
代
の
日
本
人
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
サ

ハ
リ
ン
の
た
め
に
祈
っ
て
い
た
こ
と
に
驚
い

た
の
は
ピ
ー
タ
ー
監
督
で
し
た
が
、
ど
こ
か

ら
聞
き
つ
け
て
来
た
の
か
、
私
た
ち
が
帰
る

前
の
水
曜
日
の
夜
に
、
祈
祷
会
を
終
え
、
そ

の
後
の
洗
礼
準
備
会
を
終
え
た
後
に
、
な
ん

と
近
く
の
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
の
牧
師
が
訪
ね

て
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
彼
は
現
在
サ
ハ

リ
ン
の
教
会
の
歴
史
に
関
す
る
本
を
書
い
て

お
り
、
ぜ
ひ
資
料
を
い
た
だ
き
た
い
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
来
訪
に
よ
っ
て
、

福
音
派
の
流
れ
に
あ
る
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
の

牧
師
先
生
と
も
交
わ
る
こ
と
が
で
き
て
感
謝

で
し
た
。

私
た
ち
の
前
の
時
代
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
私

た
ち
の
た
め
に
祈
っ
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
よ

う
に
、
私
た
ち
も
、
祈
り
を
積
み
上
げ
る
こ

と
の
大
切
さ
を
覚
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
次
世
代
の
た
め
で
も
あ
り
、
私
た
ち

自
身
の
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。

主
の
み
こ
こ
ろ
に
か
な
っ
た
祈
り
は
答
え
ら

れ
ま
す
！

「
何
事
で
も
神
の
み
こ
こ
ろ
に
か
な
う
願
い

を
す
る
な
ら
、
神
は
そ
の
願
い
を
聞
い
て
く

だ
さ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
神
に
対
す

る
私
た
ち
の
確
信
で
す
。」（
1
ヨ
ハ
ネ
5
章

14 

節
）

主
の
み
こ
こ
ろ
は
、
み
こ
と
ば
に
あ
る
通

り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
救
わ
れ
、
回
復
す
る
こ

と
（
ロ
ー
マ
15
章
12
節
15
節
・
25
節
〜
26
節
）

で
す
。
そ
の
成
就
の
た
め
に
祈
り
続
け
る
こ

と
、
そ
し
て
、
日
本
の
大
リ
バ
イ
バ
ル
、
世

界
の
大
リ
バ
イ
バ
ル
が
必
ず
来
る
こ
と
の
確

信
を
再
び
得
ま
し
た
。

「
そ
の
後
、
私
は
見
た
。
見
よ
。
あ
ら
ゆ
る

国
民
、
部
族
、
民
族
、
国
語
の
う
ち
か
ら
、

だ
れ
に
も
数
え
き
れ
ぬ
ほ
ど
の
大
ぜ
い
の
群

衆
が
、
白
い
衣
を
着
、
し
ゅ
ろ
の
枝
を
手
に

持
っ
て
、
御
座
と
小
羊
と
の
前
に
立
っ
て
い

た
。」（
黙
示
録
7
章
９
節
）

昨
年
日
本
の
多
く
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
か
ら

の
献
金
に
よ
っ
て
日
産
の
セ
レ
ナ
を
購
入

し
、
サ
ハ
リ
ン
の
教
会
に
献
品
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
サ
ハ
リ
ン
の
中
央
に
位
置
す

る
ポ
ロ
ナ
イ
ス
ク
と
い
う
町
を
中
心
に
、
四

つ
の
教
会
の
牧
会
・
伝
道
の
た
め
に
日
々
こ

の
バ
ン
を
用
い
て
い
る
の
が
ヴ
ィ
ク
タ
ー
＆

エ
レ
ー
ナ
牧
師
夫
妻
で
す
。「
く
れ
ぐ
れ
も

日
本
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
み
な
さ
ん
に
感
謝

を
伝
え
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

　
今
回
の
旅
に
お
い
て
も
、
ヴ
ィ
ク
タ
ー
＆

エ
レ
ー
ナ
牧
師
の
古
く
な
っ
た
教
会
堂
の
窓

の
改
修
の
た
め
の
献
金
や
、
糖
尿
病
を
患
っ

て
い
る
３
人
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
方
の
た
め

に
、
ラ
カ
ン
ト
と
い
う
甘
味
料
を
献
品
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
８
月
21
日
（
木
）
に

無
事
に
北
海
道
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
他
に

も
幸
い
な
出
会
い
が
与
え
ら
れ
、
主
が
サ
ハ

リ
ン
に
お
い
て
、
救
い
や
い
や
し
、
回
復
を

な
し
、
力
強
く
ご
自
分
の
教
会
を
建
て
あ
げ

て
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
感
謝

で
し
た
。
今
後
、
サ
ハ
リ
ン
の
隣
人
で
あ
る

私
た
ち
北
海
道
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
ど
の
よ

う
に
か
か
わ
っ
て
い
く
べ
き
か
、
主
の
み
こ

こ
ろ
を
求
め
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
後
も
共

に
お
祈
り
く
だ
さ
い
。
　

　
今
回
の
旅
の
た
め
に
祈
り
、
あ
る
い
は
さ

さ
げ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
心
よ
り
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　
主
に
あ
っ
て
、

　
　
　
　
在
主
、
グ
ド
ー
ル 

・
ジ
ェ
ラ
ル
ド

昨
年
日
本
か
ら
献
品
し
た

「
日
産
セ
レ
ナ
！
」

６

●ゴードンリンゼイ師著書の「山をも動かす祈り」が再版
されました。ご希望の方には無料でプレゼントいたします。
教会単位でお申し込みされる方は５０冊まで。個人の方は
１冊から１０冊まで、お申し込み下さい。（送料実費負担）

ゴ
ー
ド
ン
・
リ
ン
ゼ
イ
著
　
再
版

「
山
を
も
動
か
す
祈
り
」

無料
プレゼント！

　
ハ
レ
ル
ヤ
！
こ
の
た

び
主
の
導
き
に
よ
り
、

サ
ハ
リ
ン
に
行
っ
て
き
ま

し
た
！

キ
リ
ス
ト
聖
協
団
札
幌
教
会
の
「
石
田
吉

男
牧
師
」
が
、今
年
に
な
っ
て
祈
り
の
中
で
、

サ
ハ
リ
ン
に
行
く
導
き
を
主
か
ら
頂
き
ま
し

た
。
私
は
、
20
年
前
に
Ｃ
Ｆ
Ｎ
Ｊ
聖
書
学
院

の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の

と
、
昨
年
Ｃ
Ｆ
Ｎ
Ｊ
聖
書
学
院
に
ゲ
ス
ト
・

ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
来
て
く
だ
さ
っ
た
、
サ

ハ
リ
ン
の
「
エ
レ
ー
ナ
・
エ
レ
ミ
ー
ヴ
ァ
牧

師
」
と
面
識
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
英
語

‐
日
本
語
の
通
訳
を
お
願
い
さ
れ
ま
し
た
。

エ
レ
ー
ナ
牧
師
は
英
語
を
流
暢
に
話
し
ま

す
。

　

　
稚
内
か
ら
サ
ハ
リ
ン
の
南
部

に
あ
る
港
町
コ
ル
サ
コ
フ
迄
、
5

時
間
半
の
フ
ェ
リ
ー
で
行
き
、
無

事
サ
ハ
リ
ン
に
着
き
ま
し
た
！

稚
内
が
日
本
の
最
北
端
の
玄
関
で
あ
る
こ

と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
近
年
サ
ハ
リ
ン
と

稚
内
の
間
を
ロ
シ
ア
人
や
日
本
人
が
行
き
来

す
る
の
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
フ
ェ

リ
ー
の
往
復
の
価
格
は
４
万
円
位
で
す
。
コ

ル
サ
コ
フ
か
ら
車
で
50
分
位
で
サ
ハ
リ
ン
の

州
都
ユ
ジ
ノ
・
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
に
着
き
ま
し

た
。
宿
泊
は
ユ
ジ
ノ
・
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
市
の

北
側
の
ガ
ガ
ー
リ
ン
公
園
に
面
す
る
ガ
ガ
ー

リ
ン
ホ
テ
ル
で
す
。

　
こ
の
日
の
夜
、
早
速
ヴ
ィ
ク
タ
ー

＆
エ
レ
ー
ナ
・
エ
レ
ミ
ー
ヴ
ァ
牧
師

夫
妻
に
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！

彼
ら
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
22
年
前
に
サ

ハ
リ
ン
に
来
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
ペ
ン
テ
コ

ス
テ
系
の
教
会
は
サ
ハ
リ
ン
に
１
つ
し
か
な

か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
今
は
67
以
上
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
！
こ
の
20
数
年
の
間
に

教
会
が
大
い
に
成
長
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
ハ
レ
ル
ヤ
！

　

朝
、
ガ
ガ
ー
リ
ン
公
園
を
散
歩

し
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
人
に
と
っ
て

英
雄
で
あ
る
ガ
ガ
ー
リ
ン
の
有
名

な
言
葉
に
つ
い
て
話
し
て
面
白
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
！

ロ
シ
ア
人
は
、
日
本
で
有
名
な
「
地
球
は

青
か
っ
た
」
と
い
う
ガ
ガ
ー
リ
ン
の
言
葉
は

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ロ
シ
ア
で
有
名
な
ガ

ガ
ー
リ
ン
の
言
葉
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
に
乗
っ
て

彼
が
言
っ
た
言
葉
、「
さ
あ
、出
発
し
よ
う
！
」

だ
そ
う
で
す
。
こ
の
理
解
の
違
い
が
興
味
深

か
っ
た
で
す
。

　
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
教
会
監
督
の

ピ
ー
タ
ー
牧
師
夫
妻
と
昼
食
。 

ピ
ー
タ
ー
牧
師
は
、
サ
ハ
リ
ン
を
含
め
、

ロ
シ
ア
東
部
の
425
の
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
教
会
の

監
督
牧
師
で
す
。サ
ハ
リ
ン
に
は
彼
の
も
と
、

67
以
上
の
教
会
が
あ
る
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
重
責
を
担
っ
て
い
る
人
で
す
が
、
終

始
笑
顔
に
溢
れ
て
い
た
こ
と
が
強
く
印
象
に

残
り
ま
し
た
。
こ
の
点
は
笑
い
が
溢
れ
て
い

る
石
田
先
生
と
共
通
す
る
部
分
で
す
。（
笑
）

（
写
真
：
ピ
ー
タ
ー
牧
師
夫
妻
と
共
に
）

　
最
近
の
迫
害
。「
迫
害
は
な
い
の

で
す
か
？
」
と
い
う
質
問
に
、
ピ
ー

タ
ー
牧
師
は
次
の
体
験
を
教
え
て

下
さ
い
ま
し
た
！

今
か
ら
３
、４
年
前
に
あ
る
国
の
教
会
が

24
人
の
医
師
を
含
む
１
３
０
人
位
の
医
療
伝

道
団
を
連
れ
て
来
て
、
無
料
の
診
察
、
医
薬

品
提
供
な
ど
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。
結
局
、

当
局
か
ら
訴
え
ら
れ
、
責
任
者
を
出
せ
と
言

わ
れ
た
時
、
当
初
こ
の
グ
ル
ー
プ
を
招
い
た

宣
教
師
達
は
逃
げ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
時
責
任
を
取
っ
た
の
が
ピ
ー
タ
ー
牧
師

で
し
た
。
裁
判
で
、
５
０
０
０
万
円
の
罰
金

を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
知
り
合
い
の
裁
判

官
か
ら
、「
こ
れ
は
、
あ
る
人
物
が
個
人
で

訴
え
て
い
る
か
ら
、
法
廷
で
争
わ
な
い
方
が

い
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
結
局
、
ピ
ー

タ
ー
牧
師
個
人
の
銀
行
口
座
か
ら
残
高
全
部

の
30
万
円
が
引
き
出
さ
れ
、
後
に
10
万
円
戻

さ
れ
、
そ
の
後
何
も
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

私
は
、
こ
の
、
し
ば
ら
く
の
間
続
い
た
試
練

に
耐
え
た
ピ
ー
タ
ー
牧
師
を
深
く
尊
敬
し
ま

す
。
み
こ
と
ば
に
あ
る
よ
う
に
、
主
は
す
べ

て
を
働
か
せ
て
益
と
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
結
局
あ
の
時
逃
げ
た
宣
教
師
達
は
、
後

に
ピ
ー
タ
ー
牧
師
の
と
こ
ろ
に
来
て
謝
り
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
全
体
を
通
し
て
、
そ
れ
ま

で
疎
遠
な
関
係
に
あ
っ
た
サ
ハ
リ
ン
の
ペ
ン

テ
コ
ス
テ
系
の
教
会
と
こ
の
国
の
系
列
の
教

会
の
仲
が
良
く
な
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
！
ハ

レ
ル
ヤ
！

　
ピ
ー
タ
ー
牧
師
は
白
ロ
シ
ア
の
出

身
で
す
。
彼
の
祖
父
も
父
親
も
福

音
の
た
め
に
投
獄
さ
れ
て
い
ま
す
！

父
親
は
５
年
投
獄
さ
れ
ま
し
た
。
祖
父
の

時
は
、
祖
父
自
身
が
自
分
の
子
供
４
、５
人

と
共
に
投
獄
さ
れ
ま
し
た
。
で
も
誰
も
福
音

に
妥
協
す
る
こ
と
な
く
、
忠
実
に
信
仰
を

守
っ
た
の
で
す
！ 

結
局
祖
父
の
子
供
の
う
ち

４
人
が
牧
師
に
な
り
、
ピ
ー
タ
ー
牧
師
の
兄

弟
も
自
身
を
含
め
て
３
人
が
牧
師
を
し
て
い

ま
す
。Ｋ
Ｇ
Ｂ
と
の
関
係
を
聞
い
た
ら
、ピ
ー

タ
ー
牧
師
が
１
９
８
７
年
サ
ハ
リ
ン
に
来
た

当
初
の
３
ヶ
月
は
、
毎
日
朝
と
晩
に
常
に
尾

行
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
そ
の
後
尾
行

が
ピ
タ
ッ
と
止
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

も
監
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
最
近
、
ピ
ー
タ
ー
牧
師
の
方
か

ら
彼
ら
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
様
子
を
伺
う

と
、
ウ
ズ
ペ
キ
ス
タ
ン
な
ど
の
ア
ジ
ア
の
国

か
ら
の
労
働
者
の
流
入
に
対
処
す
る
の
に
忙

し
く
、
教
会
の
こ
と
は
あ
ま
り
監
視
で
き
な

い
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。（
笑
）ピ
ー
タ
ー

牧
師
と
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
こ
と
を
Ｋ
Ｇ
Ｂ

は
、「
君
た
ち
は
忠
実
な
、
い
い
人
た
ち
だ
」

と
言
っ
て
い
る
そ
う
で
す
！
な
ん
と
い
う
す

ば
ら
し
い
証
し
で
し
ょ
う
か
！

祈
り
の
力
！

今
回
の
旅
を
通
し
て
、
祈
り
の
力
を
知
り

ま
し
た
。

Ｃ
Ｆ
Ｎ
Ｊ
聖
書
学
院
　
国
際
部
長
　
グ
ド
ー
ル
・
ジ
ェ
ラ
ル
ド
記

２
０
１
４
年
８
月
18
日
（
月
）

２
０
１
４
年
８
月
19
日
（
火
）

（
写
真
：
ヴ
ィ
ク
タ
ー
＆
エ
レ
ー
ナ
さ
ん
と
共
に
）

サ
ハ
リ
ン
旅
行
レ
ポ
ー
ト
！

２０
数
年
前
に
、

ペ
ン
テ
コ
ス
テ
系
の
教
会
は
、

サ
ハ
リ
ン
に
１
つ
し
か
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、

現
在
で
は
、
何
と 
！

７



　東が燃えて いる中
　　　

　　　　　■世界に知られているように、1万人もの
イスラム・ ジハード主義者を有すると報告されているテロリスト軍隊を
持つ ISIS*（イラク・シリア • イスラム共和国）のあらゆる『敵』のうちで、
彼らが最も嫌悪している敵がキリスト教徒たちです。このテロリストの軍
人たちは、シリアとイラク内のキリスト教徒を虐殺し、教会を全焼させる
といったことを続けて行っています。シリアは、もはや国家という状態で
はなく、1,200 万人ほどのシリア人が住むところを失い、男性、女性、子
供たちが国から避難しています。 『シリアで大量虐殺が行われている内戦
中の、親政府側か反政府勢力のいずれかによる強姦が、シリアの少女や女
性がシリアを脱出せざるを得なくしている主な理由です。（frontpagemag.
com; 2013 年 1 月 2日 ; フランク • クリミ）』

1.　■住むところも、仕事もなくしてシリアから避難した 1,200 万　の男性、女性、子供達、普通の生活を送る希望をなくしている彼　
　　 らのために祈りましょう。

2.　■シリア人の少女たち（なかには 12歳という若さの少女もいま　す）のために祈りましょう。彼女たちの『... 両親は餓死しないた
　　　 めに、見ず知らずのイスラム教徒の男性たちに性的玩具として強
制的に彼女たちを売り、むりやり早く結婚させるのです。』（前述記事と
同じ出典）ジャーナリストのフランク・クリミのレポートによれば、『彼
らが（若い処女の少女たちとの）性的な関係を持った後、すぐに少女た
ちと離婚します。多くの場合、結婚後たったの数日間、さらには数時間
後で離婚することさえあります。』（前述記事と同じ出典）（シャリーア（イ
スラム法）は、こうした小児性愛を許可しており、実際に奨励している
のです。）

3.　■難民キャンプでシリア人に仕えているクリスチャンが強めら　　れ、イエス •キリストの福音の良い知らせを分かち合うために、
　　　 聖霊によって力が与えられるように祈りましょう。人々がどんな
に多くの悲劇的な苦難にあったとしても、イエス ･キリストの福音は彼
らの心と人生に平安と希望をもたらします！

　　　　　　

　　　　■ユダヤ－アラブ紛争は、ガザの
ハマスのテロリストたちがイスラエルの町や村を狙って行う 24 時間のロ
ケット弾攻撃の停戦期限をいつもハマス側が破るために、イスラエル軍は
ハマスの拠点－意図的にガザの人口密度が高い民間人地域の地下深くに潜
伏場所として設置されている場所－に発射せざるを得なくさせられるとい
う、制御不能な悪循環に陥っています。（マオズイスラエルレポート 2014
年８月）

1.　■イスラエルを批判したり、イスラエルが自国のため、自分たちの　国民のいのちを守るために戦うのを世界中の指導者と国々が停めさ

せようとしたりすることを止めるように、指導者たちと国々のために祈り
ましょう。特に、ベンジャミン・ネタニヤフ首相のために祈りましょう。
―神様がネタニヤフ首相を導いて下さり、イスラエル人、世界の指導者た
ちおよびイスラエルの敵に対して、彼に知恵の言葉を与えて下さるように。

2.　■愛する人を失ったイスラエルとガザの家族たちの為に祈りまし　ょう。主の愛、憐みと恵みで人々を強め、慰めて下さるように、
　　　 主を呼び求めましょう。

3.　■ガザとイスラエルの人々のために祈りましょう！－ イエス様　が愛と恵みを顕わし、人々がハマスとのこの恐ろしい戦争から 
　　　 脱出の道を見つけ ることができるよう助けましょう。
　

イラク
■ 2014 年 8 月 12 日 、『ある朝起きて、あな

たの家の正面に赤いスプレーで、あなたがクリスチャンであることを示す
シンボルが塗られているのを見つけた時のことを想像してみてください。』
アラビア語で「ナザレ人」を意味する "nun" の文字が最近、イスラム国家
テロリスト軍（ISIS）によって（イラク国内の）モスルという都市のキリ
スト教徒の家々にペンキで書かれました。その後、7月 17 日には、キリ
スト教徒たちは『イスラム教に改宗するか、高い税金を支払うか、さもな
ければ死』という選択肢を突き付けられました。「殉教者たちの声」の働
き人の報告によると、ある人々は『シャハーダ』（イスラム教の信仰告白）
を唱えて、税金を支払わずにとどまるために ... イスラム教徒に改宗しまし
たが、ほとんどの人々は家族のいのちを守るために、自分たちの所持品も
持たず、徒歩でその町から逃げました。

1.　■これらの迫害されているキリスト教徒の安全のために祈りま　　しょう。また、キリスト教徒に対する暴力がエスカレートし続け　
　　 ているなか、キリスト教徒たちに「殉教者たちの声」の働き人たちが、
衣類、洗面用具や食べ物を渡していますが、その働きが拡大せざるを得な
くなっているので、より多くの国際的資源のために祈りましょう。

2.　■イスラム国家テロリスト軍（ISIS）による悪魔的な攻撃によって　両親や親族を亡くした、たくさんの幼い子供たちの心を聖霊様が
　　　 慰め、平安をもたらして下さるように求めましょう。

 クルジスタン
　■アメリカのニュース各社は、

イラク北部と東部シリアの広い領域を制圧しながら、イスラム主義国（ISIS）
が広大な軍事および財政的資源を押収したその速さにアメリカ政府の指導
者たちがいかに「驚いた」か、を引用しました。クルドの首都アルビルで
は、何千人もの人々がイスラム過激派の略奪から逃れるために山間地域に
逃げています。 （ヤズィーディー民族が、シンジャー山と呼ばれる不毛

世界の為の祈り

愛するとりなし手の皆様へ

チャールズ＆ダイアン グリコ

イスラエル

シリヤ　

８

な山岳地帯の頂上で包囲されています。）
フォックス TVニュースレポートは、極端な暑さにさらされ、食料と水不足
で死にかけているシンジャー山上にいる何千人もの人々（非常に若い人々
から、非常に年老いた人々まで）を映しました。ほとんどの人が裸足で、
その背中にかけている衣服を除いて他にはほとんど何も持っていません。
主の心と同じように、世界中のクリスチャンの心が、これらの難民が耐え
ている苦しみに対して悲しみと同情でいっぱいです。主に介入してくださ
るよう求め、次のことを祈りましょう。

1.　■人道的支援が可能な限り迅速に、世界中から届けられるように祈　りましょう！

2.　■シンジャー山頂にいる難民に援助物資を届けるために、ISIS から　の攻撃の火の下をくぐっているヘリコプターや輸送機パイロットの
　　　 安全のために祈りましょう。

3.　■兵器や戦略的サポートが、クルド人「ペシュメルガ」の兵士たち　に供給されるように祈りましょう。ペシュメルガ（「死に直面する者」
　　　 の意味）はよく訓練されており、ベテラン兵士たちを非常に尊敬す
る戦士たちですが、さらなる軍事的支援の追加なしには、ISIS の猛攻撃に
対処することはできません。

4.　■アメリカの爆弾とドローンによる攻撃のために主に感謝し、この　攻撃がイスラム国家テロリスト軍（ISIS）が打ち破られるまでさら
　　　 に大規模に継続されるように祈りましょう。クルド人ジャーナリス
トのナモ・アブドゥッラは、「（ISIS の）過激派は、命よりもはるかに死を
愛しています。彼らは何も気にせず、彼らは単に殺したいのです。」と語り
ました。

5.　■イスラム国家テロリスト軍（ISIS）のジハード主義者からの恐怖、　パニックと脅迫からイラク人やクルド人のクリスチャンたちを解放
　　　 して下さるように聖霊様に求めましょう！ 『神が私たちに与えてく
ださったものは、おくびょうの霊ではなく、力と愛と慎みとの霊です。』（第
二テモテ 1:7）

　■何千、何万人ものイスラム教徒が救い主イエシュア（ヘブル語のイエス）
のもとに来ています！  (www.maozisrael.org) (pg.2 - 8/14 マオズイスラエ
ルレポート ) 
そうです！全世界はバラバラになっているように見えますが、クリスチャ
ンが聖霊様によって霊感を吹き込まれた聖書預言の理解を求めるとき、神
様は今、何をしているかをはっきりと見るでしょう！これは確かに、クリ

　東が燃えて いる
スチャンが、神の子であり、道であり、真理であり、いのちであるイ
エス様の救いを必要としている多くの人々の人生に触れることができ
る道を神様が開いて下さっている時なのです！

1．     ■イスラム主義者たちから、その首に 6000 万ドルの懸賞金がかけられているザカリア神父。彼は自国エジプトから追放
　　　  されたコプト・クリスチャンですが、衛星テレビによって毎
日 5,000 万のイスラム教徒に向けて説教をしています。イスラム教徒
のための最近の伝道集会で、ザカリア神父はエジプトで 250 万人、パ
キスタンにおいても同じくらいの人数、スーダンにおいては 500 万人
のキリスト教徒への改宗者がいることを報告しました。彼は、この 30
年間で、イスラム教徒がイエス ･キリストを通しての救いを信じるよ
うになった数は、過去 14世紀間のイスラム時代の数よりも多いと語っ
ています。

2．　■ 受賞作家であり、ジョゼフ •ファンドの創立者であるジョ　エル •ローゼンバーグは、アルジェリアで年に 1万人、モロッ
　　　 コでは年に 3万 5千人、サウジアラビアでは年に 5万人のイ
スラム教徒がキリスト教徒になりつつある、と報告しています。また、
アフリカでは、年に約 600 万人がキリスト教に改宗しています！

3．  ■主をほめたたえましょう ...『罪の増し加わるところには、恵みも満ちあふれました！』（ローマ人への手紙 5:20）あまりに
　　　  多くの人々が世界中で戦争や自然災害、病や疫病などで苦しん
でいるのを見て、私たちはみな悲しみと痛みを経験しますが、人類に
対する邪悪なサタンのもくろみを主が明らかにしておられるのを私た
ちは見ることができます。聖霊様、あなたに求めます。あなたの悔い
改めの霊を注ぎ、何千何万もの人々を、神のひとり子であり、彼らを
愛し、彼らのために十字架にかけられたお方、イエス様のもとに引き
寄せて下さい。人々が主のご臨在の中で永遠のいのちの喜びを経験す
ることができますように。主の偉大な愛と憐みにあって、

　　　　　　　　　　　　　　チャールズ＆ダイアン・グリコ

中 ！

プレイズ ・ レポート !
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入学式
　　

　「願いを起こさせ、かつ実現に至らせるのは神であって、それは神のよしとされ
るところだからである」とのみ言葉を与えて下さり、主人と共に聖書を学ぶすば
らしい環境を与えて下さった主に心から感謝いたします！一日一日を大切に、新
しい気持ちで学んで行きたいと思います。

　二十歳の時にキリストを信じ受け入れ、40 年過ぎての聖書学院は、私にとっ
ては「嬉し、恥ずかし」です。若い人々と机を並べての学びは、新鮮でもあります。
また、初めての寮生活も色々な体験が待っていると思うと期待と不安で一杯です
が、「万事を益として下さる」神に感謝し、ただ前進あるのみ！です。

石井 洋子

　賛美に溢れ、祈りに溢れ、御霊の臨在を全身でで感じられる学院での生活。こ
のような環境に置いて下さった主に感謝し、主の麗しさを味わい噛みしめている
毎日です。初心に帰って聖書を深く広く学ばせていただきたく思っております。
　

堀本 正美

■去る、９月８日、午前９時より、2014 年度２学期の入学式が執り行われました。この日、四名の
学生が新たな学びをスタートしました。これより始まる学院生活、全ての必要が備えられるようお
祈り下さい。

　ハレルヤ！主の御名をほめたたえます！１度目の入学から２０年近くの年月が
経ってしまいましたが、念願の復学がやっとかないました。２度目の出産を経て
今度こそ落ちついて通学が出来そうです。主は本当に憐れみ深いお方。２０年も
待って下さいました。与えられた期間をじっくり学びたいと思います。

森本 薫

石井 敏一（大阪）

（大阪）

（札幌）

（札幌）
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1)　あなたの質問には、すでに答えがあります。

　イエス様はピリポに 「どこからパンを買って来て、 この人々に食べさせ

ようか？」 と質問しましたが、 イエス様はご自身がこれから行うことをご

存知でした。 　イエス様は、ご自身を信じるようにチャレンジを与える人々

に、 ご計画とビッグ ・ サプライズをお持ちです。

　　質問は、 ピリポに向けて語られました。 ピリポは、 イエス様によって主

の使徒となるように召された、 最も弱い弟子の一人のようです。 ピリポは

イエス様と共に歩み、 主が数々の奇跡を行うのを目撃していました。 し

かし、 聖書を見るなら、 ピリポは不安を感じ、 疑いを持っていたように思

われます。彼のイエス様に対する応答は、まるで計算機で数量を計算し、

そんな数の必要を満たすことのできるパン屋など、 見つけるのは不可能

であることを発見した高校生のようなものでした。 さらに、 彼の数学的論

理と厳格なメンタリティが奇跡を信じることを妨げ、 その現実的なコストを

見た時、 それほどの量のパンを買うお金がないという事実の前に、 彼は

冷たく凍りつき、 止まってしまいました。 疑いは、 恐れの最も強力な武器

です !! 私たちは、 主にはご計画があることと、 主が私たちに望んでいる

のは主に信頼することだ、 ということを信じなければなりません。

2)　イエス様と一緒の小さな始まりは、 あなた

を遥か遠いところまで連れて行きます。

　　アンデレはペテロの兄弟であり、 聖書によれば、 他の使徒たちの誰

よりも信仰において成熟していましたが、 それでもなお、 主を完全に信じ

きるまでには及んでいません。 アンデレはイエスがピリポと話していた会

話を聞いて、どんな形でも助けたいと思い、 ５つのパンと 2匹の魚を持っ

て近くにいた少年を巻き込みました。 しかし自分自身にこう尋ねます ： こ

んなにたくさんの人々に、 これがいったい何になるというんだ？　彼はす

べてに勝るイエス様の力の偉大さをまだ理解する事ができませんでした。

3)　イエス様は弟子たちに、 与えることの奥義
を教えています。

　　イエス様は、 すべての良いものとすべての賜物は上からくる （ヤコブ

1:17） ものであることを認めて、 それらを与えて下さる天の父に感謝を

捧げます。 それからイエス様はパンを裂き、 魚を分け、 それらを使徒た

ちに渡します。 そして、 使徒たちがそれぞれ、 同じ手順で群衆にそれら

を分け与えると、 驚くことに、 彼らのまさに目の前で奇跡が豊かに起こさ

れていくのです ! そこにいたすべての人々が、 お腹いっぱいになるまで

食べ終わった後、 余ったものを集めると 12 のかごがいっぱいになりまし

た。なんという不思議でしょう。イエス様を信頼することにおいて疑い深く、

弱かった人々の信仰が、 どれほど増し加えられたことでしょう。

私たちの現在の必要
　　私たちは今、 パンの入ったかごと数匹の魚を持っている人に向かい、

手を差し出しています。 それはあなたかもしれません !

　CFNJ 聖書学院には、 男性、 女性を大宣教命令のために訓練してき

た長い歴史があります。 神のみことばに飢え渇いているたくさんの人々

がいます。 しかし私たちには資源がなく、 財政的に苦しい時を通って

います。 この学院を続けて運営していくために、 今年の年末までに

５００万円の必要があります。 助けていただけませんか？

イエス様が私たちに聞いています。「私たちはどのようにしたらいいのか？

　どうやって、 この危機を脱出するのか？」　しかし、 イエス様はすでに

答えをお持ちです !

　　財政的資源を得るために多くの人間的な戦略を考えて来ましたが、

それらはすべて、 非常に限られているように思われ、 私たちはまず祈り、

神様が私たちのただ中でして下さることを見たいと思っています。

　　あなたが今このニュースレターを読んだのは、 たとえそれがわずかだ

としても、 パンを持っている者として、 主があなたをお呼びになっている

のかもしれません。 あなたが持っているもので助けとなることができます。

そして、 主が時にかなってそれをあなたに何倍にも増し加えて戻して下

さいます !

　　イエス様は私たちのただ中で奇跡を行ってくださり、 あなたのパンと

魚がいろいろな方法で増し加えられ、 あふれるほどになり、 最後にはあ

なたの元に戻って来るのを受け取ることでしょう。

　　

　　CFNJ はあなたの助けを必要としています !　あなたはヨハネの福音書

６章の少年となることができます。 わずかなもので、 多くの人々を養いま

した。 私たちは、 どんなにわずかなものであっても、 感謝をささげて喜ん

でイエス様の御手に委ねます。 そして私たちは、 あなたを含む私たちみ

んなが驚き、 祝福を受ける奇跡を主が起こして下さることを信じます…

「与えることの奥義」
　The Mystery of Giving

　　ヨハネの福音書６章１節～１４節は、 イエス様が少年の差し出したわずかなパンを増やし、 数千人に与え、 そ

の残ったパンが１２のかごを一杯にした、 という物語を私たちに語っています。

　　私たちは、 自分たちのすべての行動をよく考え、 論理的に判断し、 論理的思考と実際的な経験に基づいて

知的な歩みをすることを教える世界に生きています。 そこには、 通常の学校では教えるのを禁止している科目か

のように、 超自然の余地はありません。 なぜでしょうか？　その理由は、 私たちは奇跡を信じるのではなく、 現

実的な事実だけを信じるように教えられているからです。

　　この物語の中には、 イエス様が弟子たちに教えたいと願った、 超自然的な人生への入り口があります。 イエ

ス様に従って、 祝福された超自然的な人生を生きるために大切な３つのことを、 この物語から見てみましょう。

ロドルフォ ・ ガルサ ・ ガルサ

CFNJ 聖書学院　理事長
ロドルフォ・ガルサ師

1 1
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ハレルヤ！主の御名を賛美します！
　今年もＹＦＮがＣＦＮ J 聖書学院を会場に行われました。今年は「ノアは
神と共に歩んだ」をテーマに、エレベートチャーチの「佐々木拓也師」を迎え、
「終りの時代に生きている者として、主と共に歩む生活をする」というチャレ
ンジを受け取るキャンプとなりました。特に、メディアやゲームなど、神様
との時間を邪魔しているものを生活の中から取り除いて、その時間を神様と
の時間に使って行くという具体的なチャレンジがあり、多くのユースがその
チャレンジに応答していました。集会の後のスモールグループでは、さらに
具体的に、自分がやめるべきものは何か、自分と神様との時間を何が邪魔し
ているかなどを話し合い、お互いに祈り合う時間となりました。また今回は、
主の御顔を求める祈り会がＹＦＮの中で行なわれ、若い世代が祈りを通して
変えられていっている姿や、ここ数年でユースの神様への飢え渇きがますま
す大きくなっているのを見る時に、この日本に収穫の時がいよいよ近づいて
いる事を感じます。今年も全てが守られ、ユースが献身する場としてＹＦＮ
が用いられた事を感謝します。全ての栄光がイエス様にありますように。

ＹＦＮ 2014 レポート！
メディアやゲームなど、 神様

との時間を邪魔しているもの

を生活の中から除く！

2014 年 9月 13 日～ 15 日迄 今年もユースフォーザネイションズが開催されました！

ＣＦＮＪ 
宗教法人　アジアキリスト福音宣教会 ・ クライスト ・ フォー ・ ザ ・ ネイションズ日本校

〒 061-3216 北海道石狩市北６条５目 157
(0133)74-1341 ・ 1342　Fax74-1343

●HP:www.cfnj.com E-mail:office@cfnj.com 
郵便振替：02780-4-4688　学院長　鍛冶川利文

聖書学院

新入生募集中！
２０１５年 4月からの入学 ・ １４年度の１月 （３学期） からも学べます。

＜学院の特徴＞
・臨在溢れる賛美礼拝
・御霊に満ちた講師陣
・実践的なカリキュラム
・国内外のアウトリーチ
・独身寮・家族寮完備
・アメリカ留学編入制度
・多彩な選択課目
（演劇・ドラマクラス・ピアノ・タ
ンバリン・ドラム・英語・ボイス）

＜コース＞
・アルプスコース

・ １ ・ ２年コース
・ 短期コース
・ 通信／聴講コース

平常授業のある 3日間

無料体験入学
実施中！( ３泊４日）( 牧師リーダー）

※学院案内などの取り寄せは、事務局まで問い合わせ下さい。


